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つぎに，従来，定量的な判別基準が確立されていなかった， 2 次元砂漣及び 3 次元砂漣の形状区分については，ス
ベクトル幅パラメータ ε を用いる判別法を提案し， 3 次元砂漣は0.87以上のスペクトル幅パラメータ値を持つ事を明
らかにしている O なお 2 次元砂漣と 3 次元砂漣の発生領域は砂漣形状を考慮して推定される底部摩擦速度に基づい
て計算された Shields 数及び修正K-C数 do/D によって明かに区分されることが確認されている O









結果から 3 章で実験的にあるいは現地のデータから得られた砂漣の限界波形勾配すなわち砂漣の発達限界が0.15 とな
ることを理論的に検証している。















(5) 砂漣形状の効果を考慮に入れた浮遊砂量 Flux を用いて，移動床模型実験における時間縮尺を検討してみると，
従来のフルード相似則より導かれる時間縮尺より短い時間により再現しうることを明らかにし，移動床模型実験に
おける砂漣の効果を明確にしているO
以上の様に，本論文は海底における砂移動現象について，多くの新しい知見を与えており，その結果は海岸工学，
港湾工学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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